
（別紙３）

～ ２０２５年　１０月　３１日

（対象者数） ２５人 （回答者数） ２０人

～ ２０２５年　１０月　３１日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的に評価を行うことで、さらに成長に合わせた課題や目標

設定を行っていきたい。

2

療育参観日の設定が、参加率の関係で土曜日や祝日に行ってい

るが、平日への設定も検討していく。

3

感染症、避難訓練、個人情報等の年に１回以上の研修の他に、

月に２回療育に関する勉強会を設定している。職員全員で知識

やスキルの向上に引き続き取り組んでいく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後も、曜日に偏りなく避難訓練を設定していき、多くのお子

様に避難訓練を定期的に受けていただけるようにする。避難訓

練を実施することや、行った報告を保護者様へ伝達していく。

2

利用日を調整することや、他のお子様の欠席等により利用でき

る枠が確保できた際には、利用回数の少ないお子様に来ていた

だけるよう案内をしていく。

3

○事業所名 児童発達支援事業所もも

○保護者評価実施期間
２０２５年１０月　１日

○保護者評価有効回答数

２０２５年１０月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　12月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練に対してすべてのお子様が参加したり、保護者様に具

体的に認識されているわけではない。

利用曜日が決まっているお子様に対して、すべてのお子様に避

難訓練に参加していただくには、同月に何回も避難訓練を行う

必要性があるが、お子様の特性上難しい。

利用回数が少ないお子様について、療育が積み重なりにくく、

目標の達成や、日常への汎化がむずかしい。

他の療育機関に通われている方や、習い事をしている方は、安

定して療育に通うことがむずかしいお子様もいる。

感覚統合を目指すことに力を入れており、感触遊びやサーキッ

ト等を多く取り入れている。歩行も積極的に取り入れており、

五感と全身を使って脳の発達を促すだけでなく、集団行動力を

育めるようにしている。

感覚についての評価表を用いて、それぞれのお子様の感覚につ

いて評価・分析を行っている。発達段階や認知段階に合わせた

関わり方や課題・目標設定をすることができている。

毎月、療育参観日を設定しており、歩行では前を歩くお子様の

様子を見て頂くことや、音楽療法等を行っている様子を見て頂

くなどの場を設定している。

療育参観の内容としても、普段の療育場面を見ていただくとと

もに、季節に応じたイベントや行き先を設定している。

感覚統合や、基礎的な運動発達の促進を行うことで、コミュニ

ケーション能力や認知・行動面でも発達を促進することができ

ている。

お子様の成長段階や特性に応じて、理解しやすい声掛けや、視

覚支援を用いている。

事業所における自己評価総括表公表



保護者等向け 児童発達支援評価表

公表日： 2025年12月26日

事業所名： 児童発達支援　児童発達支援事業所もも 対象人数（保護者）25人　回答者数 20人　回収 80%

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

環
境・
体
制
整
備

①

こどもの活動等のス
ペースが十分に確保
されていると思いま
すか。

19 1

②
職員の配置数は適
切であると思います
か。

18 1 1

③

生活空間は、こども
にわかりやすく構造
化された環境になっ
ていると思いますか。
また、事業所の設備
等は、障害特性に応
じて、バリアフリー化
や情報伝達等への
配慮が適切になされ
ていると思いますか。

15 1 4

ももの事業所の中には階段もありますが
スロープを設置するなどの対策を講じて
おります。建物の構造上、完全なバリア
フリーを提供することは難しいですが、階
段の使用時には職員が必ず付き添い、
安全を確保しています。

④

生活空間は、清潔で、
心地よく過ごせる環
境になっていると思
いますか。また、こど
も達の活動に合わせ
た空間となっている
と思いますか。

19 1



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

適
切
な
支
援
の
提
供

⑤

こどものことを十分に
理解し、こどもの特性
等に応じた専門性の
ある支援が受けられ
ていると思いますか。

20

・子どもの特性を把握した上で、こどもの
こうしたい、やりたいを伸ばしてくれてい
るのだろうなと感じます。
・こどもが何かしらの達成感を持ち帰り、
興奮気味に足りない言葉を駆使して私
に伝えようとしてくれることが頻繁にあり
ます。

⑥

事業所が公表してい
る支援プログラムは、
事業所の提供する支
援内容と合っている
と思いますか。

20

⑦

こどものことを十分
理解し、こどもと保護
者のニーズや課題が
客観的に分析された
上で、児童発達支援
計画（個別支援計画）
が作成されていると
思いますか。

20

⑧

児童発達支援計画
には、児童発達支援
ガイドラインの「児童
発達支援の提供す
べき支援」の「本人
支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す
支援内容からこども
の支援に必要な項
目が適切に設定され、
その上で、具体的な
支援内容が設定され
ていると思いますか。

19 1

⑨

児童発達支援計画
に沿った支援が行わ
れていると思います
か。

19 1

⑩

事業所の活動プログ
ラムが固定化されな
いよう工夫されてい
ると思いますか。

20

⑪

保育所や認定こども
園、幼稚園等との交
流や、その他地域で
他のこどもと活動す
る機会がありますか。

9 3 1 7

自分の子どもは幼稚園に通っているの
で、事業所外の子どもと活動する機会が
あり事業所にそこまでの要求をしていま
せん。

地域のお祭りに参加、地域の飲食店の
利用、公共交通機関を使った移動等行っ
ております。今後も地域参加や地域交流
を行ってまいります。



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

保
護
者
へ
の
説
明
等

⑫

事業所を利用する際
に、運営規程、支援
プログラム、利用者
負担等について丁寧
な説明がありました
か。

20 とても丁寧で助かりました。

⑬

「児童発達支援計画」
を示しながら、支援
内容の説明がなされ
ましたか。

20

⑭

事業所では、家族に
対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・ト
レーニング等)や家族
等も参加できる研修
会や情報提供の機
会等が行われていま
すか。

18 1 1

研修会や療育参観、保護者会があって
有り難いです。ペアレントトレーニングに
興味があるので、機会があれば、さらに
有難いです。

家族支援プログラムは現時点では行っ
て
おりませんが、ご家族も参加できる研修
会や情報提供の機会を保護者の皆様に
も
共有させていただいております。

⑮

日頃からこどもの状
況を保護者と伝え合
い、こどもの健康や発
達の状況について共
通理解ができている
と思いますか。

19 1

親側がアプリでメッセージをいつでも送
信できるようにしていただいてるのはあ
りがたいです。体調や精神面でのちょっ
としたことも時間をきにせずメッセージ機
能が使えるので共有しやすいです。

⑯

定期的に、面談や子
育てに関する助言等
の支援が行われてい
ますか。

20

電話での相談も時間の都合などHUG
上でのメッセージであらかじめやりとり
できるので、電話をかけたり、かけ直した
りがないのはありがたいです。

⑰
事業所の職員から共
感的に支援をされて
いると思いますか。

20

⑱

父母の会の活動の
支援や、保護者会等
の開催等により、保
護者同士の交流の
機会が設けられるな
ど、家族への支援が
されているか。また、
きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、
きょうだい同士の交
流の機会が設けられ
るなど、きょうだいへ
の支援がされていま
すか。

15 3 1 1

療育参観として、月に１回休日に保護者
様、お子様、ご兄弟様が一緒に参加して
いただけるイベントを設けております。今
後も療育参観や保護者会、茶話会を通
してご家族様同士の交流がしやすいよう
工夫をしていきます。

⑲

こどもや家族からの
相談や申入れについ
て、対応の体制が整
備されているとともに、
こどもや保護者に対
してそのような場が
あることについて周
知・説明され、相談や
申入れをした際に迅
速かつ適切に対応さ
れていますか。

20 何度も相談に対応してくださり、大変感
謝しております。

⑳

こどもや保護者との
意思の疎通や情報
伝達のための配慮
がなされていると思
いますか。

20

㉑

定期的に通信やホー
ムページ・SNS等で、
活動概要や行事予
定、連絡体制等の情
報や業務に関する自
己評価の結果をこど
もや保護者に対して
発信されていますか。

20

㉒
個人情報の取扱い
に十分に留意されて
いると思いますか。

20



チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

非
常
時
等
の
対
応

㉓

事業所では、事故防
止マニュアル、緊急
時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル
等が策定され、保護
者に周知・説明され
ていますか。また、発
生を想定した訓練が
実施されていますか。

16 1 3

各種マニュアルを作成しており、研修や
訓練を行っております。今後は保護者の
皆様に周知ができるよう、アプリ等を使
い発信していくことを検討します。

㉔

事業所では、非常災
害の発生に備え、定
期的に避難、救出そ
の他必要な訓練が
行われていますか。

16 1 3 定期的に避難訓練の実施を行っていま
す。

㉕

事業所より、こどもの
安全を確保するため
の計画について周知
される等、安全の確
保が十分に行われた
上で支援が行われて
いると思いますか。

18 1 1

㉖

事故等（怪我等を含
む。）が発生した際に、
事業所から速やかな
連絡や事故が発生し
た際の状況等につい
て説明がされている
と思いますか。

16 1 3

怪我や体調の変化等がある時はすぐに
連絡をして下さるので安心しています。こ
ちらも怪我や体調の変化はしっかり観
察把握しておくべきと思わされます。

緊急性のある事故や大きな怪我は現時
点で発生しておりませんが、発生するこ
とを想定してシミュレーションを行ってい
ます。今後も事故等が発生した場合の
連絡手順を職員間で共有し、迅速な対
応を行えるようにしていきます。

満
足
度

㉗
こどもは安心感をもっ
て通所していますか。 20

㉘
こどもは通所を楽し
みにしていますか。 16 4

・明日(今日)はある？行きたいよ！と寝る
前や起床時に確認してくることがありま
す。
・いつも楽しみに通所しています。
・ももさんにいけない日はつまらないと
言ってます。
・子が楽しく通うのは前提だと思います
が、必要なスキルを学ばせていただいて
いるのでこどもは楽しいばかりではない
状態です。苦手なことにも向き合う機会
は本人にとって必要な過程だと思ってお
り、親としては現状満足しています。

㉙
事業所の支援に満
足していますか。 20

・とても満足しています。こどもがのびの
びと楽しく活動し日々できることが増え
自信を蓄え続けられているのは、ももの
職員さん達のおかげです。いつもありが
とうございます。
・特性に沿ったきめ細やかな配慮をして
くださり、いつもありがとうございます。



（別紙５）

児童発達支援事業所もも 公表日 2025年12月26日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。

5 0

・利用者様の特性によってはパーテーションで

区切る等の配慮を行うことができている。

・パーテーションは必要に応じて製作もしてお

り、よりお子様に合ったものを提供している。

今後も適切なスペースの確保を行うとともに、

活動への持続性や、活動内容を明確し、安全に

活動出来るように工夫する。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。

5 0

・所定の人数より多めに配置しており適切に支

援が行えるように児童に応じて配置している。

今後も利用者様の特性等に合わせた職員の配置

を行う。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

5 0

・特性に応じて情報伝達等を行うことができて

いる。必要に応じた視覚支援を行っている。

・部屋やドアにもシンボル等を貼っており、分

かりやすい工夫をしている。

バリアフリーが可能なところはスロープを用意

した。階段を使用する際は手すりを利用してい

る他、職員が必ず着きそうようにし、転倒等な

いよう留意している。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。

5 0

・営業開始時、終了時に掃除と衛生点検を行っ

ている。活動に応じて机や椅子を配置して活動

や目的に合わせた空間を事前に確保している。

引き続き、清潔で心地の良い空間を提供してい

く。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか 。

5 0

・個別の部屋や個人用のテント、パーテーショ

ンを使用して個別の空間を作るようにしてい

る。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、

広く職員が参画しているか。

5 0

・毎日全体の目標設定と個別の目標設定、振り

返りを行っている。

・PDCA サイクルを行っているが、丁寧に行う

為時間がかかることも多い。要点を絞っていく

必要がある。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
5 0

・毎年の評価表を振り返り、改善に努めてい

る。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。 

5 0

・引継ぎ時に意見交換をしており、その内容を

業務改善につなげることができている。業務連

絡ノートを活用し、周知ができるよう工夫して

いる。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
4 1

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。

5 0

月に１回程度事業所内で研修を行うことができ

ている。法人内でも研修を開催する機

会が確保されている。個別で外部の研修を受講

している。

外部研修を受ける時には職員の休みを利用して

いっている。業務内に行うことでワークライフ

バランスを安定させていきたい。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

5 0

行ったプログラムは毎日保護者に向けて配信し

お知らせすることができている。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成して

いるか。

5 0

個々のアセスメントを行い、保護者のニーズを

聞いた上で課題を客観的に分析し、

事業所内で取り組むべきことを児童発達支援計

画を作成している。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけで

なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の

利益を考慮した検討が行われているか。 

5 0

児童発達管理責任者のみでなく、他の職員も一

緒に会議を行い、作成することができている。

職員の全体的なスキルや手立ての向上をさらに

していきたい。

事業所名

環

境

・

体

制

整

備

業

務

改
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援

の

提

供

事業所における自己評価結果公表



14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われて

いるか。 
5 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

5 0

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及

び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こ

どもの支援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援

内容が設定されているか。 5 0

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

5 0

会議で様々な職員が意見を出し合って立案して

いる。

チームで行うことができているが、療育の質の

向上のため、今後も職員それぞれの知識が向上

することやスキルアップが必要と考える。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

5 0

固定化しないよう工夫している。同じようなプ

ログラムでも目的や目標に応じた内容に適宜変

更し、固定化しないように努めている。またど

の職員でも行えるよう工夫している。

特に運動では、運動学習を定着、汎化させるこ

とを狙って同じような動きや活動をすることが

ある。飽きない工夫を引き続きしていく必要が

ある。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童

発達支援計画を作成し、支援が行われているか。

5 0

個別に応じた支援計画と、集団活動の個別支援

計画書の作成を行っている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

5 0

職員間でかならず打ち合わせを行い、目標や目

的の確認、内容、役割分担について話合うこと

ができている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。

5 0

振り返りが行えていることで次の支援に繋がっ

ている。

勤務形態の関係で、その日に振り返りを行う職

員は限られてしまう。引き続き、翌日に振り返

りを行うことでどの職員も振り返りと共有がで

きるようにしていく。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
5 0

記録をその日のうちに記録することを徹底して

いる。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を

判断し、適切な見直しを行っているか。
5 0

24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5 0

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
5 0

提携している医療や、保育の現場と連携しなが

ら支援を行うことができている。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観

点から支援を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、

幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と

相互理解を図っているか。
5 0

保育所や認定こども園、幼稚園と支援内容等の

情報共有を行うことができている。

保育園、幼稚園等の関係機関との連携や支援体

制は整っていると感じる。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支

援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

5 0

就学前に保護者様に引継ぎ文章をお渡ししてお

り、それを就学時に学校に提出していただいて

いる。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を

図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けた

り、職員を外部研修に参加させているか。
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30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的

に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパー

バイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこども

と活動する機会があるか。

5 0

地域のイベントに参加し、地域の子どもがいる

こともあるが、保育所や認定子ども園、幼稚園

との交流は行えていない。今後、参加を検討し

ていく。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。

5 0

簡単ではあるが、送迎時に様子をお伝えするこ

とや、必要に応じてアプリや面談を行うことで

様子の共有をしている。

利用者様の安全確保の観点から、送迎時に長時

間利用者様の状況を伝えることは難しいが、適

宜電話や連絡アプリ等を利用して共通理解がで

きるよう努めている。今後も細目に保護者様と

利用者様の様子を伝え合えるよう工夫してい

く。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機会や

情報提供等を行っているか。

5 0

家族支援プログラムは行っていないが、ご家族

等の参加できる研修の情報提供を行っている。

今後、家族支援プログラムを行っていくことが

できるよう検討する。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
5 0

契約時の説明を丁寧に行うことができている。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、

こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意

向を確認する機会を設けているか 。 5 0

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者か

ら児童発達支援計画の同意を得ているか。
5 0

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、

面談や必要な助言と支援を行っているか。
5 0

伝え方や知識を増やし、どの職員も同じよう

に助言や支援を行えるようになりたい。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。
5 0

保護者会を定期的に行っている。療育参観とし

て月１～２回保護者様同士交流できる機会も設

定している。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備する

とともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅

速かつ適切に対応しているか。 5 0

迅速に対応することができるよう、業務量を調

整している。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。 5 0

アプリにて、日々の活動の報告や、月間の活動

の報告、行事予定の案内等をしている。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

5 0

個人情報の取り扱いについて定期的に話し合い

をして対策ができている。

書類を持ち帰らない、無くさないような工夫も

できている。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
5 0

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。

5 0

安全面確保の為、地域住民を招待する行事は頻

繁には行っていないが、地域の行事に参加する

等は行うことができている。また、地域住民も

参加可能な祭りを１２月に開催予定。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。 5 0

研修を行っている。
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3 2

地域の児童発達支援センターと連携をしてい

る。情報交換や勉強会にも参加をしている。



46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5 0

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。

5 0

面談等を行い、利用開始前にてんかんやアレル

ギーなどの情報共有を行っている。

情報共有や、対応について周知しているが、今

後も定期的に実践研修を行い、いつでも誰でも

同じ対応ができるようにしていきたい。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。

5 0

机や皿を分ける、おやつのケースを分ける等の

対策を行っている。アナフィラキシーが生じた

場合にも迅速に対応するため、チャートを作成

している。

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
5 0

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
5 0

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
5 0

些細なヒヤリハットでも事業所内で共有し、再

発防止に向けて対策をしている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
5 0

研修を行っている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発

達支援計画に記載しているか。 5 0

組織で決定している。契約時や個別支援計画書

説明時に説明し、理解を得ている。
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